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第３７回教育研究評議会議事概要 

 

 日 時  平成１９年５月１８日（金）１３時３０分～１５時４５分 

 場 所  事務局大会議室 

出席者  林（議長），長野，鹿野，橋本，久保田，笠井，片桐，矢倉，生田，中村，野村，

中島，石橋，尾田，中沼，天野，柴田，石田，久保，向，中本，樫見，佐藤，古

畑，鹿島，矢淵，（岡本），（中村厚） ，（本木），（中村信） 

 欠席者  中尾，金子，富田，（中元） 

 

議事に先立ち，５月１２日に急逝された島 岩文学部教授（大学教育開放センター長）の

冥福を祈り，一同で黙祷を棒げた。 

 

 

１ 前回議事確認 

 第３６回教育研究評議会（４月２０日開催） 

  

  

２ 協 議 

（１）金沢大学学則の改正について 

本木理事から，学校教育法施行規則の改正に伴い，学則上，教育学部附属特

別支援学校の障害種別を「知的障害者に対する教育」と明記することについて，

[資料１]に基づき説明があり，審議の結果，承認された。 

             

３ 報 告（１） 

（１）人事について 

    議長から，標記について，[資料２] に基づき報告があった。 

（２）学長選考規則及び学長選考実施細則について 

本木理事から，昨年度から学長選考会議で検討を続け，先月末に規則化され

た標記について，[資料３] に基づき報告があった。 

報 告（２） 

（１）３学域・１６学類への組織再編に係る大学設置・学校法人審議会の審議結果に

ついて 

鹿野理事から，標記について，[資料４]に基づき，教員審査を伴わない「事

前伺い」による「学域・学類」の設置が認められたこと，要望意見を踏まえ設

置報告書を今月中に提出する予定であることの報告があった。 

（２）大学教育開放センター長の選考について 

        議長から，故 島岩大学教育開放センター長の後任について，関連部局長に候

補者の推薦（６月４日（月）締切）を依頼し，６月の本会議において審議した

い旨の説明があった。 
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報 告（３） 

（１）科学研究費補助金採択状況について 

長野理事から，平成１９年度と平成１８年度のそれぞれの採択件数上位３０

機関をランク付けした標記について〔資料５〕に基づき報告があった。 

（２）研究関係資金等獲得状況について 

長野理事から，標記について，[資料６]に基づき報告があった。 

 

その他  

   （１）平成１９年度の運営体制について 

       議長から，本年３月の臨時教育研究評議会で報告した平成１９年度学長補佐体

制について，新たに前川幸次教授を入試担当に，青野透教授を学生募集担当に，

奥野正幸教授をハラスメント担当に，横山壽一教授を危機管理担当に任命し，こ

れら以外は，前年度の体制を続行する旨の報告があった。 

（２）学長選考会議委員の選出について 

   議長から，現在欠員となっている学長選考会議学内委員の選出方法について，

２つの提案があり，種々意見交換の結果，議長が自然科学系,人文社会・教育系，

センター長代表のうちからそれぞれ適任者を選考し，次回の教育研究評議会で了

承を得るとする案が了承された。 

     なお，学長選考会議委員が学長候補者になったときは，当該委員の職を辞す

ることとされていることから，例えば，学長候補者として推薦される可能性の

高い部局長を選考の対象からはずすことなど，一定の配慮をした上で選考する

ことが併せて確認された。 

（３）最近の国立大学をめぐる状況について 

    議長から，標記について，総務省，経済界，経済財政諮問会議等の最近の動行

について報告があった。 

（４）能登半島地震の義援金について 

議長から，学内で募った標記義援金について，学内の被災教職員１２名に総額

で８２万円を，残額の1,394,702円を石川県災害対策本部を通じて「能登半島地

震災害義援金」に提供することの報告があった。 

 

 

        

 

 

 

◎第３８回教育研究評議会  ６月１５日（金）１３時から 
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[配布資料] 

資料１ 金沢大学学則新旧対照表 

資料２ 人事について 

資料３ 学長選考規則及び学長選考実施細則 

資料４ 事前伺い(名称変更を含む。)の結果について 

資料５ 平成１９年度科学研究費補助金採択件数上位機関一覧 

資料６ 研究関係資金等獲得状況(平成１９年４月分) 

資料７ 平成１９年度の運営体制 


